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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：先史学 
 
１．研究計画の概要 
（１）金山サヌカイト原産地遺跡の発掘調査         
（２）出土遺物の整理分析 
  ①考古学的分析 

ａ技術形態学的分析 
   ｂ遺跡構造の分析 
  ②岩石学的分析 
   ａ成分分析 
   ｂ力学的性質の解析 
 
２．研究の進捗状況 
（１）金山サヌカイト原産地遺跡の発掘調査 
  について 
  金山を東西南北の４地域に分け、東に２
地点（東１、東２）、他には各１地点（西
１、南１、北１）の計５地点に発掘調査区
を設け、東１、東２、北１調査区で実施し、
コンテナーを単位として、東１地点で  
506 箱、東２地点で 196 箱、北１地点で 
103 箱の出土遺物を得た。 

（２）出土遺物の整理分析について 
分布調査、東１・２、北１各発掘調査区

出土の整理分析を実施した。 
 
３．現在までの達成度 
（１）金山サヌカイト原産地遺跡の発掘調査

について―やや遅れている 
  調査個所の設定は予定通りであり、東２ 
地点で弥生時代のサヌカイト原石採掘坑
を推測させる層序を検出しているが、各発
掘調査区において、堆積層が厚く、旧石器
時代から弥生時代までの石器石材製作の
層序学的資料を完成させるための深度で
ある洪積世層に至っていない。 

（２）出土遺物の整理分析について 

  ①考古学的分析：遅れている 
   出土遺物量が大量であるため（数万

点）、統計的分析ができていない。縄文
時代、旧石器時代の分析が不十分である。 

  これは発掘調査が不十分の理由による。 
  ②岩石学的分析： 
   ａ成分分析：当初の計画以上に進展し

ている。 
金山のサヌカイトが成分上、西部と東

部で２分できる分析結果を得た。当該研
究のための役割を十分に果たす成果で
ある。 

   ｂ力学的性質の解析：遅れている 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）金山サヌカイト原産地遺跡の発掘調

査について 
  東２、北１地点は２１年度の補足調査
によって完掘する。 

  西１、南１地点の発掘調査は２１年度
に実施する。 

  以上の調査によって当該研究のため
の遺物収集は十分であり、発掘調査を完
了する。 

（２）出土遺物の整理分析について 
 ①考古学的分析： 
  ２１年度の発掘調査によって得られ
る弥生時代から旧石器時代の層序資料
によって縄文時代、旧石器時代の分析を
拡充する。統計的分析は当該研究を発展
させる研究にてあらためて実施する。 

 ②岩石学的分析： 
  a 成分分析：２１年度の西１、南１地
点出土遺物によって補足的分析を行う。 

    b 力学的性質の解析：２１年度の分析
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で完了する。 
    

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
 
 


